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　 分野の違う 生活困窮者の支援は

色々と 難し いも のでし たが、 就労支

援員をはじ めと するその分野の専門

家と 協働し チームで動く こ と で、 考

え過ぎずに支援に携わるこ と ができ

たと 感じ ています。 対人援助に携わ

る者と し て知見が広がる経験にも な

り まし た。 また、 人材確保が難し く

なっ ている 中で、「 働く こ と が難し

いけれど実は良い人」 と いう 方が地

域に眠っ ているのであれば、 就労支

援を 人材掘り 起こ し のきっ かけにで

きると 嬉し いなと いう 思いも あり ま

す。 根底にある「 やっ ぱり 人が好き」

と いう 感情を大切に、 今後も 取り 組

んでいきたいです。

　 市役所に相談し 、「 就労支援」 について知り まし た。

福祉の仕事に興味があっ た訳ではなかっ たのですが、

と り あえず挑戦し てみよ う と 思いまし た。 施設で利

用者の方と 触れ合う こ と は初めてで、 大変でし たが、

関わっ ていく につれて「 おも し ろ いな」 と か、「 き ち

就労支援で は、 事業利用後、 受入施設へ就職し たケース が数件

あり ます。 体験を 通じ 自信を 持つこ と ができ 、「 こ の施設で 働い

てみたい」 と 発信し てく れたこ と をき っ かけに、 受入施設にて就

職と なっ たケースについて、担当者と ご 本人へお話を 伺いまし た。
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Q
今後の意気込みを お願いし ま す

　 前向きに就労体験を頑張り たいと 考えてく れているので、 本人

の強みに着目し 、 少し ずつ成功体験を増やし ていけるよう 環境作

り や声かけを行い、 少し ずつ慣れてもらう こと を意識し まし た。

　 自分で「 こ う し たい」 と いっ た意思表示が難し い方であっ た

ため、 こ ちら から ある 程度、 選択肢を 示すよう にし まし た。 あ

と は、 就労支援と 言っ ても 、 人と 人と の関係性なので、 支援す

る側・ さ れる側ではない関係作り を意識し ていまし た。

　 また、他の職員に受入れの経緯やご本人について説明を行い、

困っ たこ と があっ たら フ ォ ローをお願いし ていまし た。

就労支援にあたって工夫し たこと を教えてく ださい
Q

　 体験前と 後では別人かなと 思う く ら い、 ご本人の印象が変わ

り まし た。 初めて施設へ見学に来た際は、 視線は終始下を向き、

あまり 目線を 合わせよう と し てく れませんでし た。 また、 消え

そう なか細い声で、 自分の意思をはっ きり 示さ ない様子で、 コ

ミ ュ ニケーショ ンが難し そう だなと 印象を持ちまし た。

　 し かし 、 体験中にグループホームの草むし り をお願いし た際、

最終的には自宅から 自分の鎌を 持っ てき て作業を行っ てく れま

し た。 ご本人の作業のおかげで見違える よう にき れいになり 、

本人も 満面の笑みでそのこ と を 私に報告し てく れまし た。 その

笑顔は今も よく 覚えています。

印象に残っていること はありますか？
Q

実施施設への

んと 支援し てあげたいな」 と いう 気持ち が出てき ま

し た。現在は生活支援（ 食事の介助やト イ レ の介助等）

の業務に就いて、 直接利用者の方と 関わっ ています。

体験を 通じ て感じ た“ チャ レ ン ジし てみよ う ” と い

う 気持ち をこ れから も 大事にし ていこ う と 思います。

就労体験を 行っ た 本人の声
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